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はじめに
　4度目の開催となる今回のFUKUSHI FES 2026は、昨年度の実践を踏まえ、内容を一層
充実させながら、「福祉を学ぶ高校生たち」が日頃の学びや活動の成果を社会に向けて発信
する機会として実施いたしました。

　本FESは、出場者および運営に関わる多くの場面において高校生自身が主体的に参画し、
それぞれが自らの役割を自覚し、責任を持って行動する姿が随所に見られました。
プレゼンテーション大会への参加を通して発信力の向上が図られたことに加え、FES全体の
企画・運営に携わる中で、企画力や協働する力の育成にも繋がるなど、高校生たちにとって
大変意義深い学びの場となりました。

　また、福祉を学ぶ高校生による多様な取り組みを、広く地域社会へ発信するとともに、
来場者の皆さまに福祉の魅力や可能性を体感していただく場として、文字通り「フェスティ
バル（お祭り）」としての役割を果たすことができたものと考えております。

　さらに、高校生たちの率直な思いや実践と、福祉の現場を支える職員の皆さまとの交流を
通して、新たな視点や価値観が生まれ、福祉教育のさらなる発展と充実に資する可能性を
強く感じる機会ともなりました。こうした繋がりの積み重ねが、今後の福祉分野を支える
人材の育成や、地域社会における福祉の推進に寄与していくものと確信しております。

　今後も、本FESの取り組みを通して、高校生が主体的に学び、成長し、その姿を社会へ
発信し続けることで、介護・福祉分野の未来をより豊かなものとし、持続可能な福祉社会の
実現に向けて貢献してまいります。
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■　目　　的　①福祉を学ぶ高校生が日頃の学習や活動の

　　　　　　　　成果を発揮する機会とする。

　　　　　　　②福祉を学ぶ高校生の活躍や福祉の魅力を

　　　　　　　　発信する機会とする。

　　　　　　　③福祉を学ぶ高校生の相互交流の場と現場

　　　　　　　　における必要な力を吸収する機会とする。

　　　　　　　　2026特別企画

　　　　　　　   ①高校生によるダンスパフォーマンス

　　　　　　　   ②介護のプロフェッショナルによる

　　　　　　　　　プレゼンテーション「TSUNAGARI」

                           ③文部科学省「マイスター・ハイスクール

　　　　　　　　　普及促進事業」成果報告

　　　　　　　   ④イノベーション・コミュニティ・

　　　　　　　　　ミーティング (ICM) 

■　事業名称　『FUKUSHI FES 2026』

■　実施日時　2026年3月15日（日）13:00～16:00

■　会　　場　名古屋インターナショナルレジェンドホール 

   　　　　　    

■　主　　催　一般社団法人地域福祉活動協会、

　　　　　　　FUKUSHI FES 2026実行委員会

■   ｵﾌｨｼｬﾙHP　https://chiiki-fukkatsu.com/

■　問合せ先　052-791-8261

開 催 概 要
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FUKUSHI FES 2026 出 場 校 様（敬称略・発表順）
岐阜県立岐阜各務野高等学校   福祉科
　工藤　瑠依、尾前志寿香、池田奈々未、松山　釉俐

学校法人沼津精華学園沼津中央高等学校   医療・福祉コース
   弁井　希果、高橋 涼太 ダニエル、瀬戸　紅音、増田　美咲、森　　姫愛

愛知県立桃陵高等学校   ヒューマンケア科
   神原　冴空、久保優里奈、杉浦　悠暉、鈴木　彩音、濱本和香奈

学校法人菊武学園菊華高等学校　普通科　保育・福祉コース
　後藤　瑠那、村松　優月、佐藤　優心 、勝山　眞有、渡辺　愛由 

愛知県立高浜高等学校　福祉科
　澤田　咲愛、オルティス マリアン、久野　瑠也、小崎　真琴、榊原　光貴、芹川　駿

愛知県立古知野高等学校　福祉科
　細川こはな、小川　聖心、尾関　紗蘭、古家　結莉、山口　結楓

参　加 者 ⼀ 覧

フェス記念タオル
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02

03

広 報 活 動
　福祉を学ぶ高校生にしっかりと届けることを目標として、FUKUSHI FES

フライヤー5,000枚、開催までの間のSNS発信、記念タオル300枚の配布な

どを行なった。

　福祉、介護へのイメージを刷新すべく、フェスティバル感

を全面に打ち出したデザインを行い、QRコードを掲載する

ことで、スマートフォンから気軽にアクセスできるように

PRした。

　その後、愛知県内福祉系高等学校、専修学校の生徒への

配布を行った。

FUKUSHI FESフライヤー

　FES開催までの間に、法人各種SNSで協賛企業様の宣伝、

企画準備の様子を発信した。

Instagram：一般社団法人地域福祉活動協会公式、

　　　　　　FUKUSHI FES公式、菊華高校　保育・福祉コース公式

 　TikTok：菊華高校　保育・福祉コース公式

SNS発信

　当日フェスを盛り上げてくれる皆様のために、福祉を学ぶ

高校生がデザインしたフェス記念タオルの配布を行い、

ダンスパフォーマンスを大いに盛り上げた。

記念タオル
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　当日来場者が、フェス

記念タオルで会場を盛り

上げてくれている様子。



発 信 等

＜ライブ配信動画＞

■　YouTubeによる当日のライブ配信

■　生配信＆アーカイブ再生数

　　総再生数  数百回越え

　　再生リンク：https://youtu.be/0DbhHJ-5QZM
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＜一般社団法人SNS＞

■　Instagram　フォロワー10,000人越え

　　　　　　　　多くの皆様に応援をいただきました！

配信部隊の設営

SNSを通した繋がり

FES感たっぷり

是非ご覧下さい！

アーカイブ動画リンク



ダンスパフォーマンス
　  福祉を学ぶ高校生ダンサーと福祉を教える教員DJによる夢のコラボ！
　オープニングパフォーマンスを盛り上げた。
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プレゼンテーション
　福祉を学ぶ高校生たちの中から６校が集まり、自分たちの学びの素晴ら
しさを想い想いに届けた。
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介護のプロフェッショナル
によるプレゼンテーション
「TSUnagari」

　介護現場の最前線で働く職員が福祉についての素晴らしさ・現状の
固まった姿勢に警鐘をならし檄を飛ばした。そして、これからを生きる
高校生たちが「福祉リテラシー」を高めることで、業界がさらに飛躍する
ようにとを想いに届けた。
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マイスター・ハイスクール
普及促進事業 成果報告 

　愛知県立古知野高等学校福祉科の皆さんが進めている文部科学省指定
「マイスター・ハイスクール普及促進事業」２年間の取り組みの成果を、
実際に学び・活動している現役高校生から紹介した。
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イノベーション・コミュニティ・ミーティング
　　　　　　　  (ICM)

　福祉を学ぶ高校生、介護現場の最前線で働く職員、福祉に携わる教員が一挙に集まり、

福祉を学ぶ上で大切な"コミュニケーション”を高めるために言葉繋ぎゲーム、そして各校

のカッコイイ制服をお披露目するための出場者ランウェイを行い、全員で楽しんだ。
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長崎県立口加高等学校による
戦後80年の「今を生きる高校⽣の平和活動」
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長崎県立口加高等学校の皆さまから、平和活動の取り組み紹介していただいた。
長崎県の小学校から高校では平和のための取り組みとして平和学習が行われている。
同じ福祉を学ぶ高校生、なにより一人の人として今一度、平和について考える機会と
なった。
私たちは、昨年の夏に口加高校さんとともに長崎の地で平和学習を行い、戦争の悲惨さ
や、長崎県が現在行っている平和活動の取り組みについて学ぶことができた。



 出場者ランウェイ（ICM） 

　学生が学ぶ上で大切になってくるのは、制服！ユニフォーム！

FUKUSHI FES 2026でも各校のカッコイイ制服を、ランウェイ形式で

披露した。 
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終わりに

FUKUSHI FES 2026目標：天真爛漫な子になる！

FUKUSHI FES 2026を通して、私は前に立つ人の大変さを知るとともに、“人”のありがたみ

について改めて知ることができました。

私は元々誰かの前に立って指示を出す、行動する事がすごく苦手でした。それでもこの

FUKUSHI FESがこんなにも盛り上がったのは私一人だけでなく、フェスはぴ一人ひとりが

「今自分にできること」を考えて行動していたからこそ、FUKUSHI FES 2026 は大成功を

収めることができました！

多世代の人が集まっているこの会場で、高校生、プレゼン出場校、審査員、スポンサー、

保護者の皆さまの想いひとつになったからこそ大成功に繋がったと私は思っています。

改めて本当にありがとうございました。

私たちはすべての企画、活動を一人で頑張ろうとするのではなく、「仲間との繋がり」を大切

にしながら取り組んでいます。これからも多くの壁にぶつかることがあると思いますが、私た

ちはそれを仲間とともに乗り越えていきます！

“みなさんは1人じゃないです！”

私たちはこれからも福祉を学んでいく高校生と共に、仲間との繋がりを大切にし、仲間と共に

壁を乗り越え続けていきます！

そして来たる2027年3月14日開催の「FUKUSHI FES 2027」でお会いしましょう！

今後とも様々な場所からの応援、よろしくお願いします！

FUKUSHI FES 2026 生徒実行委員会 teamフェスはぴ

リーダー：後藤奏乃花 
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一般社団法人地域福祉活動協会

（菊華高等学校保育・福祉コース内）

愛知県名古屋市守山区小幡5-8-13

TEL：052-791-8261

代表：河西　博貴（かさい　ひろたか）

H  P：https://chiiki-fukkatsu.com/

mail：info@chiiki-fukkatsu.com

SNS：cwaa_lionscafe

　ここまで多くの方々のご支援をいただき、

「福祉を学ぶ高校生の祭典　「FUKUSHI FES 2026」を無事成功に

導くことができました。改めて感謝申し上げます。
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